
自己評価〔公表用〕　（2025年度）
学校法人グレイス学園
認定こども園めぐみの園幼稚園
１．本園の教育目標


 【教育・保育の理念】
　　　めぐみの園幼稚園は、キリスト教精神に基づき、神を敬い人を愛する人間性を養う教育を目指します。
　　【教育・保育の基本方針】
　　　〇一人一人の子どもがかけがえのない存在として、神に愛され人に愛されて成長していくことを大切にする保育
　　　〇お互いの個性を尊重した集団生活を送る中で、基本的生活習慣を身につけることや、自分で考えて行動する
　　　　　ことを大切にする保育
　　　〇遊びを中心とした人間関係の中で、生きる喜び、思いやりや感謝する心を育む保育
　　【教育目標（めざす子どもの姿）】
1　善悪の判断基準をしっかり持った子どもに

2　感謝できる子どもに

3　人々と社会に役立つ子どもに

4　愛に支えられた訓練を

２．本年度、重点的に取り組む目標や計画

●　昨年度の反省（学校評価、個々の反省等）を踏まえた、本年度取り組む計画
　　　　　　　①保育全般の見直し
・次の日の環境設定に子どもの思いを活かすようなアイデアを出し合う。
・豊かな自然や畑活動を通して、季節の移り変わりや生き物、草花、野菜、果物の不思議などを十分に楽しむことができるよう、戸外遊びの時間を引き続き確保する。

　　　　　　　②教師の資質・能力向上
　　　　　　　　　・個々の子どもの体調や様子を保育者たちが共有したり、保護者への連絡事項を確実に伝えたりするための手立てを確立する。
・1・2歳児保育園部の保育のあり方について、引き続き研修を踏まえながら環境を整えていく。

　　　　　　　③保護者との連携
　　　　　　　　　　　・幼児の理解のために保護者と話し合う。保護者の思いや困り感に寄り添う。コミュなびで配信。
　　　　　　　④地域との関わり

　　　　　　　　　　　・「歩いて登降園」や四郷文化祭、「感謝の日」を通して、身近な地域の人々と交流の機会をもつ。
３．評価項目の達成及び取り組み状況
	評価項目
	内容
	結ｌ果

	（１）保育のあり方、
幼児への対応
	1 行事を保育の流れの中でとらえ、運動会の親子競技・リズムダンスやサンクスデーの劇遊びなどを子どものアイデアをもとに組み立てた。
2 季節の自然物・収穫物を取り入れた活動を子ども自身の興味関心に沿って行った。戸外遊びの時間確保を意識づけた。

	A

	（２）教師の資質・能力
向上
	1 教師間で全クラスの週案を閲覧できるようにして情報共有した。
2 幼児教育センターアーカイブ研修を進んで受講した。

	A

	（3）保護者対応
	①保護者アンケートからの課題を職員間で丁寧に話し合い、園としての方
　針を園だよりや保護者説明会（サンクスデー後）で分かりやすく伝えた。
②クラスだより、HP、インスタグラムで園の様子を発信した。
	A

	（４）地域との関わり
	①歩いて登降園、四郷文化祭、感謝の日に加えて、四郷保・たいすいと3園合同で四郷小学校と交流、更に別日に四郷保年長児との交流を行った。
3 通園路にある室山町花壇の水やりをすすめたい。
	B


4.学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果
	結果
	理　　　　由

	A
	1 保育のあり方・・・礼拝を始め必要な一斉保育で、年齢に応じて無理なく「よく聴く・よく覚える」態度を身に付けるようにした。毎日の礼拝では5歳児から2歳児まで一緒に参加するため、歌を歌ったり聖書の言葉を暗唱したりするときに年長児に倣って年下の子も楽しく歌ったり暗唱したりできる。
運動会の各クラスの親子競技を子どもたちの興味関心やイメージを活かしたものにしたり、保育の中で親しんでいるリトミックやふれあい遊びを演技や競技につなげたりした。
暑さなどで戸外遊びの時間がなかなか取れない時期があるので「朝活」（朝遊び）を設定し1日最低30分は戸外遊びをするよう心がけ、思い切り体を動かして遊ぶ楽しさを味わわせた。
2 教師の資質・能力の向上・・・クラスミーティングを適宜開き、必要に応じて個別に短期目標を決めて課題に対処した。午後預かり保育での子どもの姿を翌朝までに確実に共有し、保護者対応も情報を共有した状態でできるよう、午後保育記録で必要な事柄を朝打ち合わせで共有した。
　　　アーカイブ研修を適宜紹介して受講を促し、資質・能力向上に努めた。
3 　保護者対応・・・保育内容や行事について事前に丁寧に説明したり疑問に答えたりした。
保護者アンケートを通して、評価されているところと改善できるところを職員会議で話し合い、改善点は分かりやすく保護者に伝えて理解を求めた。
インスタグラムを頻繁にアップして、子育て支援や在園児のめぐみの園理解に役立てた。
4 地域との関わり・・・毎日の『歩いて登降園』の際に挨拶を通して地域の方々に見守っていただいていることが子どもたちにも伝わっている。地域ボランティアの方との交流などに広がるとよい。
今年度初めて四郷小学校との交流を、たいすいこども園、四郷保育園とともに行った。また別日にひかり組が四郷保育園へ交流にでかけることができた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　◎「３．４．」の評価結果の表示方法

	Ａ
	十分達成されている

	Ｂ
	達成されている

	Ｃ
	取り組まれているが、成果が十分でない

	Ｄ
	取り組みが不十分である


５．今後取り組むべき課題

	課　　題
	具体的な取り組み方法

	保育のあり方を見直す
	・幼保共通保育時間のあり方を見直す。生活習慣を身に付けることができる環境を工夫する。一斉保育で身に付けたり経験したりする保育内容が自由遊びにつながるような援助やコーナーの設定、自分の好きな遊びに継続して取り組める環境設定を心がけたい。
・異年齢保育で経験した遊びも同様に、各クラスでの自由遊びなどで子どもたちからの提案をきっかけに遊びが広がるようにしたい。
・豊かな自然や畑活動を通して、子どもたちが季節の移り変わりや生き物、草花、野菜、果物の不思議、新たな発見などを十分に楽しむことができるよう、戸外遊びの時間を引き続き確保する。

	教師の資質・能力向上
	・長時間園で過ごす個々の子どもの体調、その日の様子、物の貸与、忘れ物を保育者たちが共有したり、保護者への連絡事項を確実に伝えたりすることを通して保護者との信頼関係を築く。
・引き続き意見を出しやすい雰囲気づくりを全職員が心がけ、保育や行事のねらいやあり方を確認、変更して、子どもの興味関心や保育の実態に即した行事計画になるようにする。
・幼児教育センターの興味ある研修に勤務を交代するなどして参加したり、長期休業中の時間を利用してアーカイブ配信を視聴したりして、研修受講に努める。



